
半田商工会議所優良従業員表彰受賞::

りんりんヘル ―ヽ鈴木 昌子さん

9月 16日、半田商工会議所
「平成23年 度会員及び会員事業

所優良従業員表彰式」において、りんりんへ,レ ―ヽの鈴木昌子さ

んが表彰されました。

鈴木さんは、それまでの仕事を辞め、時間にゆとりがあったので

ボランティア活動をしてして、その後りんりんに入られたそうで丸

りんりんヘルパーとしてほぼ17年 活躍されていま丸 そして、りん

りんで仕事をしながら2級ヘルパーの資格を取られたので丸

当日の鈴木さんのコメントで丸

て行きた。で す」

鈴木さんおめでとうございました。
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研修会

6月 認知症ケア ・・・̈ ・・̈ ¨¨…………………………45名

7月 「接遇対応の基本撼 染症 食中毒の予防 ・̈ ¨・・…・47名

8月 休み

9月 事故の予防と緊急時の対応・再発防止 ・̈ ¨……●52名

7月 明

綸  手  

“

15名 ll名 ll名 0名

さ を り 饉 り 18名 12名 16名 32名

生 き活 きサ ロン 222名 162名 159名 166名

小 枷 づ くり 13名 13名 体み 15名

懐力会員 利用全員 贅勁会貝 合 計

107名 50名 47名 2И名

(H23/9H現在)

『第4回童話の村秋まつり』～お宝発見～

ようやく彼岸花が鮮やかに土手を飾るようになり、嬉しさと華やく'

気持ちを抱いたとき、もう秋まつりの終わりでした。

暑さが続いたことと台風で茎ごと倒れたことが、花の見頃を遅らせた

一因かもしれません。

今年は、新美南吉さんの初恋の人、本利成子さん力波彙いだ遠藤家

の離れの家を一般公開すること力X

きました。10年 以上空き家になって

いた家を地元の方々とりんりんが大

車輪の働きで復元し、1000人 あま

りの方が訪れて下さいました。

開催期間中たくさんの“お宝"を発

見しましたカミ紙面の都合上細かくお伝えできないので、感動したこと

を忘れないうちに箇条書きにしてみま丸

○岩滑の方々力撚 々とポランテイア活動する姿に感動

○りんりんのメンバーの気転の効いた身ごなしに感動。

考えてみたら彼女たちはプロのヘルパーでした。

○一緒に仕事をするとその人がとてもよく解る、という発見。

○離れの家を相続された遺族の方が、「家にあるものは全部捨ててよ

いです」とおっしゃった中から、なんとたくさんの“お宝"を発見した

ことでしょう。“ごみ"か“お宝"か、人生すべてに目利きが肝要。

離れの家はまさしく“お宝"の山1

0開 催期間中120人 程のボランティアさんが手弁当で協力して下さ

いましたが、たくましくも優しい平均年齢70歳 ?の女性達の中で、

23歳 の竹内君力‐ 日お体みした以外、金力疾走したことも“お宝"

発見でした。

○人生経験豊かな、おじさん・おばさん達と竹内君のような若者が交

流する場所になると思えたのもまた発見でした。

理事長 村上員喜子

間瀬 勝也 榊原 照子

(敬称 略)

竹内 晴美  原子  貞

加古 淳子  竹内 政子

沢田ちえ子  沢田伊佐夫

村上 光男  杉浦智恵子

鈴木 善一  黒野 佳子

小山  光  (敬 称 略)

● ● 輪園隕飢巫酪判 鬱 ● ●

充実した夏休みでした!

昨年は、オープンしたてのりんりん

茶屋でりんごクラプの精鋭キッズが

お手伝いをしました。

今年はりんりん職員が考えた、い

ろいろな楽しい企画を体験しました。県職員の若い研修生や2つの中

学校の職場体験生も来て、子ども達はさまざまな人達とのふれあいが

できました。

小学校のプ=ルでは週 4日泳ま みんなよく日焼けしました。

毎週火曜日の“みんなdeランチ"で

はバーベキュー・防災食 ・サンドイッ

チなどを作り、子ども達も少しずつ出

来ることが増えました。大きなケガや

事故もなく無事過ごすこと力で き、あ

りんりんで

笑顔寄せ合い掟やかに

昔話に花を咲かそう

びんこう

鑢

プールで りがとうございました。 明子

(Eべ 利用人数)
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111、さをり織り:給てがみ ガヽ物づくりの作品の星示
:体.EAコーナー:千作,

小物の販売など、りんりん茶屋で|さ、うどん1飲み物など平日の2倍以上の

| |お 胃様があり、テ
ントで|す7ソ,マ ーケツトが開かれていま魂衣類・拿器な

|ど のほか子供向けの消しゴム メモ帳 弁当箱などもこまc~・まと並べられ大

人も子供も買い物を楽しんでいま■ 名古屋や瀬戸からのリュックを背負つ

.  た人たち、家族づれなどが次々と立ち寄つていきま丸
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体験コ■ォーのさをり織りは、今までよりさらに糸の種類が増え、スト

ラップかばん|スカニトなど作品|「も変化がでてきました。さをり織りにツ
`戦した中1と小4の姉弟は、織り上がった作品を二人で協力して仕上げてい

ました。
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絵てがみも所狭しと並べられ、どれもユニークで見ていて飽きません。

横長の大きな紙には、なす ピーマン かはちゃが書かれた絵のそばに「今年

も暑いのう、暑くて暑くて真つ赤になってしもうた。う～んわしは、日焼けして

黒くなってしもうたわ。もうすぐ秋なすなるでのうJと書かれ、なかなかユーモ

ラスです。「絵てがみは、ちょつとした言葉で相手への気持ちが伝わるので、

年を重ねてからこそさらに役に立ちますよ」と絵てがみの岸野先生は、話さ

れま魂
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小物づくりの作品は茶巾パッグポーチ リュックなど落着いた柄で作ら
れたていねいな手仕事の品です。また90歳 代と80歳 代の方が作られた木

目込務細工の額やパッグも並べられ、その出来ばえに感嘆のしきりで丸(ζ
凸鳥違又ふ顛i凛庭応蕊崚:」ξLも「

「
すぐに出来上がるので達成感を感じる事が出来るのでしょう」と係の人のお話

でした。
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作品展は準備段階からたくさんのポランティアさんの手をお借りして当

日を迎えました。どなたも快く動いてくださり、会場の雰囲気をいっそう盛り

上げてくれました。


